
団体名： あま市商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 171.9 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 87.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 78.8 ％） （達成度 136.7 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 156.0 ％） （達成度 117.6 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 0.0 ％） （達成度 ％） Ｄ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｄ Ｂ 変更する

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

翌年度から研修等
の計画を変更する
ため、目標等を下
げるが、新たな講
習会及び研修会を
企画する。目標

数値
50

実績
数値

0
目標
数値

講演会等参加者人数
指標

当初予定していた研修が
参加者不足もあり中止に
なったため、実績をあげる
ことができなかったが、商
工祭において商業・工業部
会として企画を立て、実施
することができた。

総
合
評
価

Ｃ

実績
数値

部会・委員会事業

商業・工業などの各部会活動
を行い、部会参加企業の発展
に資することを目的とする。

講演会等参加者　　０名

商業・工業部会
員

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も今まで通り
事業を実施し、より
良い青年経営者づ
くりと経営者夫人と
しての必要な教養
育成に努めていく。

目標
数値

100
実績
数値

156
目標
数値

85

指標

女性部事業参加者数

各種事業の企画、運営を
通じて企画力、事業遂行能
力など青年経営者として必
要な資質を身につけること
ができた。
商工業に携わる女性として
必要な教養、資質の育成
に繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

青年部・女性部事
業

青年部・女性部での交流や社
会活動を通じて地域とかかわ
りを持つことにより、地域社会
の発展に寄与するとともにこれ
からの地域社会を担う人材を
育てる。

・青年部事業
　総会　３０名
　防犯啓発運動　２０名
　あまコン　５０名
　サンタクロース事業　５６名
　各種事業参加人数　　１５６人

・女性部事業
　総会　２５名
　ボウリング　　８名
　視察研修　１８名
　イルミ点灯式　１１名
　フラワーアレンジ　２８名
　切手取りまとめ　１０名
　各種事業参加人数　　１００人

青年部員
女性部員

指標

青年部事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後は巡回等によ
り事業者の声に傾
聴しニーズに合っ
た講習会の開催に
努める。集団講習
会の内容や周知方
法を今後検討す
る。

目標
数値

400
実績
数値

315
目標
数値

60

指標

集団講習会参加者数
知識の習得や資質向上に
繋がった。
ビジネスマナー講習会では
異業種間での交流ができ
たこと、日頃の業務の再確
認をすることができ、従業
員の知識の向上に繋がっ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

82

講習会事業

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとって
の必要な経営、経理、金融・労
働・税務等の知識習得や時事
的な問題についての啓蒙を図
り、事業者の資質の向上と事
業運営に資することを目的とす
る。また、時代のニーズにあっ
た雇用関係を含めた労働問題
に対応する。

・個別講習会
　開催回数　２３回　参加者人数　３１５人
・集団講習会
　開催回数　　７回　参加者人数　　８２人
　　　 　計　　３０回　　３９７人

小規模事業者

指標

個別講習会参加者数

例年決算指導を実
施しているが、記帳
指導は経営指導等
その他の指導の端
緒ともなる事業で
あり、適正な決算
申告をしてもらうよ
う今後も継続して
重点的な取組が必
要である。

目標
数値

2,600
実績
数値

2277
目標
数値

実績
数値

適正な税務申告と自計化
に結びつき日頃から計数
感覚を養うことが出来た。
記帳機械化により記帳事
務から解放されるとともに、
得られたた経営資料から自
分で経営診断も出来、また
今後の指導に繋げることが
できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

個人事業主等を対象に正しい
記帳方法の指導を行い、経理
の自計化による計数管理と経
営数値の分析による経営力の
向上と適正な税務申告に結び
つける。

・指導対象者数　　１２５人
・指導延日数　　８３２日
・指導延回数　　２，２７７回

小規模事業者
（個人経営者）

指標

記帳指導延回数

指標

目標
数値

900
実績
数値

1547
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も経済情勢に
応じた相談指導を
実施し一人でも多く
の小規模事業者の
支援ができるよう
ニーズを掘り起こす
ことが必要である。
職員間で情報を共
有し効率的かつ重
点的に巡回・訪問
を実施していく。

巡回・窓口相談指
導事業

小規模零細企業を中心に、職
員が事業所へ訪問し、国・県の
小規模企業施策の普及利用促
進を図るとともに、窓口や巡回
相談により経営力向上・経営
革新など専門家派遣による支
援、融資等の金融相談、申告
時期の税務相談、労務相談等
企業経営全般について様々な
相談指導をすることにより経営
基盤の強化を図り、地域経済
の安定的発展を目指す。

・巡回窓口指導実企業数　　７８５社
（巡回501社、窓口284社）
・巡回窓口指導延件数　１，５４７社
（巡回892件、窓口596件）
・課題解決提案件数　　４０件
・経営革新計画承認件数　　１件

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

小規模事業者の良き相談
相手として企業の経営改善
支援及び各種施策の活用
を奨めることができた。
企業診断等を提案し経営
改善に繋げることができ
た。
就業規則等労働に関する
相談についても、現行の制
度や規則に関する問題点
の指摘と改善案を提示する
等小規模事業者の方の知
識を深めることができた。

実績
数値

40

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： あま市商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 82.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 95.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 106.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 137.1 ％） （達成度 103.3 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青年部員のコミュ
ニケーション能力
向上を図るため講
演会を開催する。。
今後、事業遂行を
円滑かつスムーズ
に実施するために
も青年部活動ＰＲ
が必要なため、部
員増強委員会を設
立し青年部のＰＲ
活動を実施しなが
ら新部員の加入促
進を行う。

目標
数値

70
実績
数値

96
目標
数値

30

指標

参加者人数（講習会）

講習会を開催し、業務に大
いに活かすことが出来たと
いう高い効果と反響を得る
ことが出来た。
また、講習会開催時間が
日常業務終了後ということ
もあり、多くの参加者を得
ることが出来た。
中部ブロック大会では、多
くの他地域の青年部員と交
流を深めお互いの活動発
表し、地域活性化の手法を
学んだ。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

31

若手後継者育成事
業

平成３１年度は昨年に引き続き
若手後継者の資質向上を目的
に、コミュニケーション能力を図
るため、講演会を開催する。
今後、青年部員が今後４年間
で２８名が定年となり部員が減
少するので、部員増強委員会
を設立し、青年部のPR活動を
実施し新部員の加入促進を行
う。
また、青年部長を始めとする青
年部幹部が青年部全国大会・
交流会等へ積極的に参加し、
若手経営者としてのスキルを
身につけてもらう機会を創る。
これにより青年部員全体の資
質向上を図る事が出来る。

講習会　　１月２８日（火）
参加者数　３１名
満足度調査　満足度９６％

中部ブロック大会　令和元年８月２７日～２８
日
参加者数　３名

新部員加入促進　部員増強委員会　毎月
新加入部員　６名

小規模事業者

指標

満足度（講習会）

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

毎年掲載する業種
のテーマを変えて、
全ての業種及び会
員が網羅できる商
工会情報誌の作成
を目指す。目標

数値
30

実績
数値

32
目標
数値

指標

事業所紹介誌を作成する
事で、あま市内外の人たち
に掲載事業所を周知するこ
とにより、新規顧客獲得に
繋がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興事業
（商工マップ事業）

あま市内の事業所を紹介、ＰＲ
する目的で商工マップを作成
し、あま市内外へ事業所情報
を発信し新規顧客の獲得をし、
商工業の活性化を目的とす
る。

商工マップ　　掲載企業数　３２社

小規模事業者

指標
掲載企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

毎年楽しみにされ
る地域住民や商工
会員の方々に少し
でも感動してもらえ
るよう継続して実施
していきたい。ま
た、地域を本事業
を通じてより地域を
活性化し、地域内
商工業者の発展に
寄与していきたい。

目標
数値

11,000
実績
数値

10500
目標
数値

指標

イルミネーション事業を通
じ、地域商工業を広く市内
外に発信する場を提供し、
会員事業所並びに地域住
民と創り上げることで地域
貢献や商工業発展のため
の一助となり、ひいては地
域連携強化と活性化に繋
がった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

地域産業活性化事
業（イルミネーショ

ン事業）

イルミネーション事業で取付作
業を地域住民（小規模事業者
を含む）とともに行い、事業を
行うことと作り上げることの感
動を分かち合うことにより地域
住民の地域離れを防ぎ、地域
の活性化に結びつく。また地域
住民、小規模事業者、商工会
の連携を強化できる。

取付作業期間　　令和元年８月～点灯式前
日（各土・日曜日・祝日）
点灯期間　　令和元年１１月３０日（土）～令
和２年１月４日（土）
点灯期間　　午後５時～午後１０時
来場者数　　10,500人 小規模事業者

及び市民、近
隣市町村住民

指標

来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会事業は商工業
の発展と組織強
化、会員相互交流
に繋がるため実施
していくが、法人部
会の例年事業が本
会事業に移行した
ため目標数値を引
き下げる。

目標
数値

120
実績
数値

91
目標
数値

指標

地域社会への貢献や発展
のための一助となり、ひい
ては商工業の活性化を図
ることが出来た。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

青色申告会・法人
会事業

法人部会・青色申告部会等の
税務支援団体・地域貢献団体
の活動をサポートし、事務運営
に協力することにより、国・地
方公共団体、地域社会への貢
献や発展のための一助となり、
ひいては、商工業の活性化に
資することを目的とする。

・法人部会
　事業参加人数　　３６名
・青色申告部会
　事業参加人数　　　５５名

小規模事業者

指標

事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も労働保険の
制度についての説
明及び加入促進を
行い、委託事業所
数の増加に努め
る。

目標
数値

223
実績
数値

224
目標
数値

指標

労働保険に関する事務の
受託を通じて国・県の各種
労働施策の普及及び利用
促進に繋がった。
又、雇用の維持にも貢献で
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

労働保険事業

事業主の委託を受けて、労働
保険料の申告納付その他の労
働保険、一人親方に関する各
種の届出等の事務手続きを行
うことにより、中小事業主の事
務の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料の
適正な徴収を図ることを目的と
する。

委託事業所数　２２４事業所

小規模事業者

指標

委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

健康診断事業は会
員事業者に対して
定着してきている
事業であり、健全な
企業を育むために
も重要な事業であ
る。今後も積極的
に活用してもらえる
よう努力していきた
い。

目標
数値

120
実績
数値

99
目標
数値

指標

小規模事業者及びそこで
働く従業員を対象に健康診
断を実施し健康維持増進
に資することにより安定的
な企業運営の充実させた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

福利厚生事業

一年に一回健康診断を受ける
ことが法で義務付けられてお
り、小規模事業者等において
は、受診する機会が少ない。そ
こで、商工会が主体となり、受
診機会を提供することにより健
康増進をし、安定的な企業経
営を促進することを目的とす
る。

開催回数　６回
参加事業所数　９９事業所　　４３８名

委託事業所数

指標

参加事業所数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： あま市商工会

得られた効果 備考
事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績

主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 40.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 92.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

例年事業にするべ
く、継続して開催す
ることにより、地域
住民に周囲され、
来場者数や出店企
業数を増加させて
いきたい。

目標
数値

40
実績
数値

37
目標
数値

指標

イルミネーション点灯式と
同日開催のため、多くの出
店者と来場者を得ることが
できた。出店者においては
新規顧客獲得及び地域住
民や近隣企業に事業PRす
ることできた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興事業
（商工祭事業）

あま市内の事業所に企画、出
店してもらい、来場者へPRする
ことにより新規顧客獲得及び
地域の活性化に結びつくことが
できる。

商工祭　出店企業数　３７社

小規模事業者

指標
出店企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

まだ情報提供でき
る物件情報が充実
しておらず成約に
至ったケースが少
ないため、今後は
あま市及び宅建協
会名南西支部との
連携を強化しなが
ら、地域内で創業
を目指す方に有益
な情報提供と経営
支援等につなげて
いきたい。

目標
数値

5
実績
数値

2
目標
数値

指標

新規で創業を目指す方か
ら経営計画についての相
談を受けるなかで、店舗等
の物件が決まっていない方
に対してあま市担当課へ状
況照会をし、空き家物件な
どの情報提供を行った。物
件情報が充実しておらず残
念ながら該当する物件は
見つからなかったが、創業
者に寄り添ったサポートが
できた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

地域産業活性化事
業

（新規創業者発掘・
支援）

新規創業等を志す方々の支援
の一環として、あま市内の空き
家・空き店舗等の情報照会・斡
旋することで、あま市内の商工
業の活性化を目的とする。

情報照会・斡旋事業所数　　２事業所

小規模事業者

指標

斡旋事業所数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


